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今

年

の

読

書

特

集

号

 
 

会
員
の
活
動

柴
田
弘
武
氏

『
森
浩
一
先
生
を
偲
ぶ
会
と
追
悼
講
演
会
』

日
時

12
月
28
日(

土) 

当
日
受
付(

先
着
順)

場
所

港
勤
労
福
祉
会
館
第
一
洋
室(

定
員
百
名)

 
 

JR
田
町
駅
五
分
／
地
下
鉄
三
田
駅
一
分

偲
ぶ
会

十
一
時
～
十
二
時

会
費
は
無
料

 
 

 
 

 

来
賓
挨
拶

大
塚
初
重
先
生

追
悼
講
演
会

十
三
時
半
～
十
六
時
半

会
費
千
五
百
円

メ
イ
ン
テ
ー
マ

『
地
域
学
と
町
人
学
者
』

サ
ブ
テ
ー
マ 

 

「
隼
人
と
熊
襲
、
そ
し
て
蝦
夷
」

①
「
隼
人
と
は
」

竹
村
紘
一
先
生

(

古
代
史
懇
話
会
代
表)

②
「
蝦
夷
と
は
」

柴
田
弘
武
先
生

（
え
み
し
学
会
会
長
）

③
「
森
浩
一
先
生
と
隼
人
と
熊
襲
」
菊
池
秀
夫

（
九
州
の
歴
史
と
文
化
を
楽
し
む
会
会
長
）

④
「
熊
襲
と
吉
備
と
邪
馬
台
国
と
日
本
建
国
の
謎
」

 
 

平
山
牧
人

(

東
京
吉
備
文
献
研
究
会
代
表)

No.226 号

平成 25 年

12 月 10 日

 
 

例

会

の

お

知

ら

せ

◎

十
二
月
忘
年
会

日

時

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
一
日(

水)

      
 

 

午
後
六
時
～
八
時

会

場

学
士
会
館

会

費

六
千
円

 
 

 

出
欠
の
ご
返
事
は
十
一
月
二
十
七
日
ま
で

◎

一
月
例
会

 
 

日

時

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
二
日(

水)

 
 

 
 

 
 

午
後
六
時
～
八
時

 
 

会

場

千
代
田
区
立
日
比
谷
図
書
文
化
館

四
階
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

 
 

講

演

小
田
紘
一
郎
氏

 
 

テ
ー
マ

文
学
・
音
楽
等
雑
話

源
氏
物
語
と
平
家
物
語
と
井
上
靖

お
よ
び
ワ
ー
グ
ナ
ー

 
 

◎

一
月
号
自
由
執
筆

森
下
征
二
、
佐
藤
健
一
、

村
上
邦
治
の
諸
氏

締
切
十
二
月
末  
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今
年
読
ん
で
感
動
し
た
本

三
戸
岡

道
夫

「
禅
の
心
」
小
関
栄
著

こ
の
「
禅
の
心
」
は
二
十
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
小
冊
子

で
あ
る
が
、
禅
に
関
す
る
哲
学
が
凝
縮
さ
れ
て
い
て
、

感
動
的
で
あ
っ
た
。

著
者
は
こ
こ
七
年
間
ほ
ど
坐
禅
を
続
け
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
そ
の
体
験
の
上
に
立
っ
て
、
坐
禅
と
は

何
か
、
坐
禅
の
心
構
え
、
坐
禅
の
歴
史
、
坐
禅
と
無

の
精
神
な
ど
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
坐
禅
を
長
く
や
っ
て
い
る
と
無
我
の
境
地
に
な

り
、
そ
れ
は
無
の
心
と
な
り
、
そ
し
て
悟
り
の
境
地

へ
と
入
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。

私
が
と
く
に
こ
の
書
の
中
で
関
心
を
引
か
れ
た
の

は
、「
無
の
心
」
と
「
脳
の
動
き
」
と
は
、
ど
の
よ
う

な
関
係
に
あ
る
の
か
、
と
い
う
項
目
で
あ
っ
た
。
こ

れ
ま
で
禅
や
脳
に
関
す
る
本
は
若
干
読
ん
だ
こ
と
は

あ
る
が
、
本
書
の
よ
う
な
こ
と
が
書
い
て
あ
る
も
の

は
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
要
約
す
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

人
間
の
脳
は
、
平
常
時
に
は
β
波
が
出
て
い
る
。

そ
れ
が
坐
禅
を
始
め
る
と
、
脳
内
セ
ロ
ト
ニ
ン
神
経

が
関
係
し
て
、
大
脳
の
働
き
が
抑
え
ら
れ
、
α
波
や

θ
波
が
出
て
く
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
ず
α
波
が
出
て
く
る
と
、
大
脳
の
中
の
理
性
的

部
分
（
た
と
え
ば
自
他
の
区
別
と
か
、
言
葉
で
物
事

を
考
え
る
と
か
、
い
わ
ば
大
脳
の
大
脳
た
る
所
以
の

働
き
）
の
働
き
が
抑
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
更
に
進
む

と
θ
波
に
な
る
。
θ
波
が
入
っ
て
く
る
と
、
外
か
ら

脳
へ
の
刺
激
が
な
く
な
る
の
で
、
休
む
状
態
に
な
り
、

睡
眠
モ
ー
ド
に
移
っ
て
い
き
、
全
体
に
大
脳
の
働
き

が
押
さ
え
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
一
口
で
言
え
ば
、

（
無
の
境
地
と
は
、
医
学
的
に
脳
に
α
波
や
θ
波

が
入
り
、
大
脳
の
論
理
思
考
的
部
分
の
活
動
が
抑
制

さ
れ
た
状
態
で
あ
る
）

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

す
る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
か
ら
は
坐
禅
な
ど
を
し
な
く
て
も
、
大
脳
に

α
波
や
θ
波
を
投
入
す
れ
ば
、
医
学
的
に
無
の
境
地

に
達
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の

で
あ
る
。
現
在
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
医
学
的
に
出
来

る
の
か
、
出
来
な
い
の
か
、
そ
れ
は
知
る
由
も
な
い

が
、
し
か
し
最
近
の
著
し
い
医
学
の
進
歩
か
ら
見
て
、

将
来
必
ず
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

す
る
と
こ
れ
か
ら
は
無
私
の
心
境
に
達
す
る
た
め

に
禅
寺
へ
行
っ
て
坐
禅
を
組
む
の
で
は
な
く
、
病
院

に
行
っ
て
脳
へ
α
波
や
θ
波
を
注
入
し
て
も
ら
え
ば

い
い
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
今
後
、
大
学
病
院

な
ど
の
大
き
い
病
院
に
は
、「
無
我
」
科
の
部
屋
が
出

来
る
で
あ
ろ
う
し
、
禅
寺
に
は
坐
禅
を
組
む
畳
の
上

に
注
射
針
が
置
い
て
あ
っ
て
、
坐
禅
を
組
む
か
、
注

射
を
打
つ
か
、
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。

最
近
の
医
学
や
情
報
技
術
の
め
ざ
ま
し
い
進
歩
ぶ

り
に
は
目
を
瞠
る
ば
か
り
で
あ
る
の
で
、
小
関
栄
の

「
禅
の
心
」
も
、
こ
の
よ
う
に
読
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
は
ロ
ボ
ッ
ト
も
、
そ
ろ
そ
ろ
具
体
化
し

て
、
人
間
社
会
の
仲
間
入
り
を
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

町
を
歩
い
て
い
て
、
す
ば
ら
し
い
美
人
だ
っ
た
り
、

親
切
な
人
だ
っ
た
り
、
商
店
の
店
頭
サ
ー
ビ
ス
が
一

番
い
い
の
は
ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
、
と
い
う
世
界
が
来

る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。

す
る
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
大
脳
に
α
波
や
θ
波
を
当
て

た
ら
、
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ロ
ボ
ッ
ト
は
無

我
の
精
神
に
な
れ
る
の
か
。
ロ
ボ
ッ
ト
は
道
徳
行
為

に
お
い
て
も
人
間
に
勝
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
。
ロ

ボ
ッ
ト
は
ど
こ
ま
で
発
達
す
る
の
か
、
夢
は
果
て
し

な
く
拡
が
る
ば
か
り
で
あ
る
。
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『敗
者
の
古
代
史
』ほ
か柴

田

弘

武

今
年
の
八
月
、
森
浩
一
氏
の
『
敗
者
の
古
代
史
』

（
二
〇
一
三
年
六
月
二
一
日
刊
）
を
読
ん
で
い
る
途

中
、
八
月
六
日
の
朝
刊
に
著
者
が
亡
く
な
っ
た
記
事

が
載
り
驚
か
さ
れ
た
。
私
は
著
者
を
直
接
知
っ
て
い

る
わ
け
で
な
く
、
膨
大
な
著
作
や
論
文
の
ほ
ん
の
一

部
し
か
読
ん
で
い
な
い
が
か
ね
て
か
ら
氏
の
考
古
学

の
確
か
さ
、
文
献
資
料
の
扱
い
方
等
に
深
い
尊
敬
の

念
を
抱
い
て
き
た
。
そ
れ
だ
け
に
何
か
因
縁
み
た
い

な
も
の
を
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
、「
饒
速
日
命
と
長
髄
彦
」
の
章
か
ら
「
大

友
皇
子
の
死
と
そ
の
墓
」
ま
で
一
九
の
章
に
分
け
て
、

『
日
本
書
紀
』
や
『
古
事
記
』
に
表
れ
る
古
代
史
上

の
敗
者
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
考
古

学
を
踏
ま
え
て
の
人
物
・
事
件
の
解
釈
で
説
得
力
が

あ
る
（
も
っ
と
も
私
は
そ
の
全
て
に
納
得
し
て
い
る

訳
で
は
な
い
が
…
）
。

こ
の
本
の
最
後
に
新
人
物
往
来
社
の
深
萱
真
穂
氏

と
の
短
い
対
談
が
載
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
深
萱
氏

の
「
日
本
に
は
『
判
官
び
い
き
』
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
敗
者
の
立
場
か
ら
歴
史
を
み
る
、
と
い
う

姿
勢
が
欠
け
て
い
た
の
は
不
思
議
で
す
」
と
い
う
問

に
対
し
、
森
氏
は
「
研
究
者
の
問
題
で
す
ね
。
そ
の

ほ
う
が
楽
だ
か
ら
、
史
書
に
書
い
て
あ
る
と
お
り
の

研
究
し
か
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
書

い
て
あ
る
言
葉
の
裏
の
事
件
や
歴
史
を
読
み
解
く
の

が
、
研
究
者
の
大
き
な
仕
事
で
あ
る
は
ず
で
す
。
…
」

と
答
え
て
い
ま
す
。

研
究
者
に
と
っ
て
耳
の
痛
い
言
葉
が
氏
の
遺
言
に

な
っ
た
の
は
、
い
か
に
も
町
人
学
者
ら
し
い
生
き
様

を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。

『
日
本
語
に
な
っ
た
縄
文
語
』
鈴
木
健
著

鈴
木
氏
に
は
『
常
陸
国
風
土
記
と
古
代
地
名
』
、『
縄

文
語
の
発
掘
』（
共
に
新
読
書
社
刊
）
な
ど
が
あ
る
が
、

本
書
は
私
家
版
で
あ
る
。
氏
は
ア
イ
ヌ
語
は
縄
文
語

の
伝
統
を
引
き
継
い
で
お
り
、
ア
イ
ヌ
語
を
介
す
れ

ば
「
紀
・
記
」
や
「
万
葉
集
」
な
ど
の
解
釈
困
難
な

言
葉
も
理
解
で
き
る
と
し
て
、
多
く
の
実
例
を
挙
げ

て
実
証
し
て
い
る
。
私
は
大
い
に
啓
発
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
『
書
紀
』
神
代
第
九
段
で
、
天
稚
彦
が
父

の
怒
り
に
触
れ
て
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
葬
儀
の

描
写
の
中
で
「
川
雁(

か
は
か
り)
を
以
て
、
持
傾
頭
者(

き

さ
り
も
ち)

及
び
持
帚
者(

は
は
き
も
ち)
と
し
」
と
あ
る
。

岩
波
大
系
本
の
頭
注
に
「
キ
サ
リ
の
語
義
未
詳
。
持

傾
頭
者
の
意
は
、
纂
疏
に
『
謂
挙
死
人
頭
者
』
と
あ

る
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
鈴
木
氏
は
「
死
者
の

頭
を
持
ち
上
げ
れ
ば
自
然
に
傾
頭
と
な
る
。
そ
の
と

き
傾
頭
を
持
つ
者
の
両
手
の
位
置
は
耳
の
後
ろ
に
あ

る
。
キ
サ
リ
持
ち
＝
耳
持
ち
、
キ
サ
リ
＝
耳
で
あ
る
。

ア
イ
ヌ
語
に
『kisar-

耳
。
地
形
で
は
耳
の
よ
う
に

突
出
し
て
い
る
部
分
∧key

耳sar

尾
∨
？
』
と
あ

る
と
お
り
だ
」
と
い
い
、『
奥
の
細
道
』
で
有
名
な
象

潟
（
秋
田
）
や
千
葉
県
の
木
更
津
の
地
名
も
そ
の
地

形
が
耳
形
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

な
お
「
キ
サ
」
を
「
象
」
の
字
で
書
く
の
は
『
和

名
抄
』
に
「
象

岐
佐
…
大
耳
、
長
鼻
、
眼
細
、
牙

長
者
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
古
代
で
は
象
を
キ
サ
と

言
っ
た
か
ら
だ
、
と
し
て
い
る
。
私
は
吉
野
に
行
っ

た
と
き
、
「
象
の
小
川
」
「
象
山
」
が
な
ぜ
「
キ
サ
の

小
川
」「
キ
サ
山
」
と
呼
ば
れ
る
の
か
不
思
議
に
思
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
で
氷
解
し
た
。

そ
の
ほ
か
「
ス
ガ
ル
乙
女
」「
因
幡
の
白
兎
」
等
々

目
が
覚
め
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

『
古
墳
が
語
る
古
代
史
の
「
虚
」
』
相
原
精
次
著

本
書
に
つ
い
て
は
本
誌
前
号
で
中
山
さ
ん
が
紹
介

し
て
い
る
。
私
も
本
書
で
前
方
後
円
墳
が
全
国
で
一

番
多
い
の
は
千
葉
県
で
、
二
位
が
茨
城
県
、
三
位
が

群
馬
県
で
あ
る
こ
と
（
因
み
に
奈
良
県
は
八
位
）
を

知
っ
て
改
め
て
驚
か
さ
れ
た
。
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今
年
感
動
し
た
三
冊
の
本

中

山  

喬

央

『
考
古
学
の
散
歩
道
』
田
中
琢
・
佐
原
真
著
、
岩
波

新
書
、
一
九
九
三
年
。

今
年
の
一
月
二
十
七
日
、「
ア
ジ
ア
の
青
銅
器
」
シ

ン
ポ
で
、
金
関
恕
は
チ
ャ
イ
ル
ド
が
六
十
六
歳
で
死

ん
だ
の
は
自
殺
だ
っ
た
。
だ
か
ら
田
中
琢
も
六
十
歳

で
考
古
学
を
止
め
る
ん
だ
と
い
っ
て
、
学
会
か
ら
去

っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
発
表
を
し
た
。
た
ま
た
ま

そ
の
事
を
、
白
石
市
教
育
委
員
会
の
日
下
氏
に
知
ら

せ
た
と
こ
ろ
、
面
白
い
本
が
あ
り
ま
す
よ
、
と
い
っ

て
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

本
書
一
八
二
頁
か
ら
の
４
考
古
学
の
戦
争
に
は

「
シ
レ
ジ
ア
地
方
」
い
ま
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
の
シ
ロ

ン
ク
ス
地
方
、
に
つ
い
て
、
一
九
二
〇
年
英
国
首
相

ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
―
ジ
は
シ
レ
ジ
ア
は
昔
か
ら
ゲ
ル
マ

ン
人
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
土
地
に
対
す
る
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
主
張
は
理
解
で
き
な
い
、
と
し
た
が
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
人
は
、
歴
史
が
始
ま
っ
て
こ
の
か
た
シ
レ
ジ

ア
は
ス
ラ
ブ
人
の
住
む
所
で
あ
り
、
何
世
紀
も
の
あ

い
だ
に
は
ド
イ
ツ
化
し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
十

九
世
紀
に
は
再
び
ス
ラ
ブ
人
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
民
族
が

復
活
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
住
民
の
核
は
終
始
ス
ラ

ブ
人
だ
っ
た
と
主
張
し
た
。

こ
れ
が
ベ
ル
リ
ン
大
学
教
授
グ
ス
タ
フ
＝
コ
ッ
シ

ナ
と
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
コ
ッ
シ
ナ
に
学
び
、
後
に

ポ
ズ
ナ
ニ
大
学
教
授
と
な
る
ユ
ゼ
フ
＝
コ
ス
ト
シ
ェ

フ
ス
キ
の
論
争
で
あ
る
。

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
会
議
は
住
民
投
票
で
そ
の
帰
属
を

決
め
る
こ
と
と
し
、
住
民
投
票
は
一
九
二
一
年
三
月

に
実
施
、
投
票
率
97
％
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
併
合
を

求
め
る
も
の
も
の
が
40
％
、
ド
イ
ツ
へ
の
残
留
希
望

は
60
％
に
達
し
た
が
、
戦
勝
国
は
ド
イ
ツ
に
厳
し
く
、

こ
の
地
方
の
工
業
地
帯
の
大
部
分
を
含
む
上
シ
レ
ジ

ア
の
主
要
部
分
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
と
決
定
し
た
の
で

あ
る
。
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
は
、
か
っ
て
ゲ
ル
マ
ン
民
族

が
住
ん
で
い
た
と
す
る
地
域
を
ド
イ
ツ
人
の
原
郷
と

呼
ん
で
、
そ
れ
を
領
土
と
し
て
回
復
す
る
こ
と
を
国

是
と
し
た
。
一
度
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
も
消
滅
し
た
。

今
、
世
界
で
考
古
学
が
最
も
盛
ん
な
国
は
イ
ス
ラ

エ
ル
で
あ
る
。
次
い
で
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
や
フ
イ
リ
ピ
ン

と
の
間
で
領
有
問
題
が
発
生
し
て
い
る
西
沙
諸
島
や

南
沙
諸
島
で
は
、
中
国
の
考
古
学
研
究
者
が
漢
民
族

の
遺
構
や
遺
物
を
求
め
て
調
査
し
て
い
る
。

そ
こ
に
コ
ッ
シ
ナ
と
コ
ス
ト
シ
ェ
フ
ス
キ
の
闘
い

が
二
重
写
し
と
な
る
、
と
田
中
琢
は
結
ん
で
い
る
。

こ
れ
が
コ
ッ
シ
ナ
を
激
し
く
非
難
し
た
チ
ャ
イ
ル

ド
の
自
殺
と
、
田
中
琢
の
考
古
学
引
退
と
に
結
び
つ

く
の
で
あ
ろ
う
か
？

『
昆
田
文
次
郎
君
の
生
涯
』
後
昆
会
、
一
九
二
九
年
。

本
書
は
早
稲
田
大
学
（
東
京
専
門
学
校
邦
語
法
律

科
明
治
十
五
年
入
学
）
第
一
期
生
で
あ
る
同
氏
の
生

涯
を
没
後
関
係
者
が
会
い
よ
り
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。

同
氏
は
明
治
十
九
年
弁
護
士
試
験
に
合
格
、
岡
山

法
律
事
務
所
に
入
る
が
、
明
治
二
十
七
年
に
岡
山
氏

が
病
没
し
た
事
も
あ
り
、
明
治
三
十
年
古
河
商
店
に

入
り
三
等
副
支
配
人
に
就
任
、
足
尾
鉱
毒
問
題
に
対

応
す
る
事
と
な
る
。
明
治
三
十
一
年
、
庶
務
課
長
に

就
任
、
足
尾
鉱
毒
予
防
工
事
を
完
了
さ
せ
て
い
る
。

そ
の
後
大
正
二
年
、
古
河
合
名
会
社
理
事
就
任
、
大

正
六
年
に
は
早
稲
田
大
学
評
議
員
・
維
持
員
就
任
、

大
正
十
年
、
古
河
合
名
理
事
長
に
就
任
す
る
。
時
あ

た
か
も
日
本
産
滞
銅
は
七
万
ト
ン
と
称
せ
ら
れ
、
文

官
最
初
の
海
軍
大
臣
事
務
管
理
に
就
任
し
た
原
首
相

が
東
京
駅
頭
で
中
岡
良
一
に
刺
殺
さ
れ
、
ワ
シ
ン
ト

ン
会
議
で
日
英
米
仏
四
国
条
約
調
印
・
日
英
同
盟
廃

棄
が
行
な
わ
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
渋
沢
栄
一
の
追
悼

の
辞
、
附
録
ま
で
入
れ
る
と
八
一
五
頁
に
及
ぶ
大
著

で
あ
る
が
、
古
河
家
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
、
金
原

明
善
・
田
中
正
造
等
と
の
関
係
、
早
稲
田
大
学
の
経

営
に
関
す
る
側
面
的
情
報
等
も
得
ら
れ
て
面
白
い
。

『
古
墳
が
語
る
・
呪
縛
さ
れ
た
歴
史
学
・
古
代
の

「
虚
」
』
相
原
精
次
、
彩
流
社
、
二
〇
一
三
年
。

自
由
執
筆
で
「
史
遊
会
通
信
」
二
二
五
号
に
掲
載
。
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今
年
感
動
し
た
本

小
田
紘
一
郎

一
、
感
動
と
い
う
よ
り
熱
中
し
た
本(

又
は
音
楽)

と
し
て

①
源
氏
物
語
お
よ
び
そ
の
関
連
書

②
平
家
物
語

③
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
オ
ペ
ラ
・
楽
劇
、
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

い
ず
れ
も
世
に
知
ら
れ
た
大
作
の
古
典
で
あ
る
。

二
、
こ
こ
一
〇
年
近
く
源
氏
物
語
を
中
心
に
読
み(

聴
き)

、

大
筋
は
ほ
ぼ
理
解
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
が
、
そ
の
真
意
、

意
図
、
項
目
別
問
題
点
等
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
わ
か

ら
な
い
事
が
多
く
、
最
近
、
つ
れ
づ
れ
に
ま
か
せ
つ
つ
、

つ
ら
つ
ら
考
え
て
い
る
。
そ
の
為
の
有
効
な
手
段
と
し
て
、

他
の
も
の
と
比
較
す
る
こ
と
で
あ
る
と
の
考
え
の
下
に
、

①
②
③
に
接
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
井
上
靖
、
徒
然
草
、

枕
草
子
等
を
も
ひ
も
と
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
共
通
し
て

い
る
こ
と
は
、
「
人
生
」
と
「
人
間
」
に
つ
い
て
鋭
い
考

察
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
又
、
歴
史
を
も
知
る

こ
と
に
な
る
。

今
年
は
、
朝
日
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に

出
向
き
、
専
門
家
の
話
を
聞
き
、
な
る
べ
く
率
直
な
質
問

を
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
今
、
実
行
中
で
あ
る
。

三
、
も
う
少
し
具
体
的
に
書
い
て
み
よ
う
。

①
の

テ
キ
ス
ト
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
よ
り
出

版
さ
れ
て
い
る
講
座
で
あ
る
。
一
〇
年
以
上
前
に
ラ
ジ
オ

で
放
送
さ
れ
た
も
の
で(

講
師
、
鈴
木
一
雄
、
九
年
二
ヶ
月

か
か
っ
て
い
る)

一
時
間
半
の
テ
ー
プ
が
約
二
五
〇
巻
あ

る(

一
講
座
四
十
五
分
で
あ
る
も
の
で
五
〇
〇
回
近
く
放

送
さ
れ
た)

解
説
、
原
文
朗
読
、
解
釈
と
な
っ
て
お
り
、
解

説
の
他
、
原
文
の
み
を
と
り
出
し
聴
い
て
い
る
。
耳
で
文

章
を
聴
き
つ
つ
、
目
で
訳
本(

瀬
戸
内
源
氏)

を
追
う
こ
と

も
あ
り
、
全
体
を
理
解
す
る
上
で
実
に
有
効
で
あ
る
。
と

に
か
く
文
体
が
古
文
で
あ
っ
て
、
流
れ
る
よ
う
な
美
し
さ

と
リ
ズ
ム
に
格
調
が
あ
る
が
、
和
歌(

古
今
集
等)

が
根
底

に
あ
る
。
こ
ん
な
奥
ゆ
か
し
い
文
章
が
昔
の
日
本
に
は
あ

っ
た
の
だ
と
感
じ
深
い
思
想
と
合
せ
楽
し
ん
で
い
る
。
又
、

関
連
書
と
し
て
、「
源
氏
物
語
も
の
が
た
り
」(

島
内
景
二
、

新
潮
社)

、「
源
氏
物
語
の
世
界
」(

日
向
一
雅
、
岩
波
新
書)

、

「
源
氏
物
語
」(

大
野
晋
、
岩
波
現
代
文
庫)

等
も
何
回
も

読
ん
だ
。

②

一
〇
年
前
に
や
は
り
Ｃ
Ｄ
で
求
め
て
い
た
も
の
で

十
二
巻
の
朗
読
で
あ
る(

嵐
圭
史)

。
前
者
と
異
な
り
漢
文

調
で
リ
ズ
ム
感
が
あ
り
、
私
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
、
海
道

下
り
、(
重
衡
が
鎌
倉
に
下
る
と
こ
ろ)

や
最
後
の
大
原
御

幸(

後
白
河
法
皇
が
建
礼
門
院
を
訪
れ
て
い
く
と
こ
ろ)

で

あ
る
。
源
氏
物
語
も
平
家
物
語
も
い
ず
れ
も
人
間
造
型
に

も
優
れ
て
い
る
が
、
前
者
は
主
と
し
て
女
性
、
後
者
は
男

性
に
焦
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
同
時
に
、
池
上
彰

一
郞
の
「
平
家
物
語
」(

角
川
書
店
、
上
中
下
巻)

も
、
清

盛
の
見
方
等
独
特
で
あ
っ
て
面
白
か
っ
た
。
吉
川
英
治
の

「
新
平
家
物
語
」(

講
談
社)

に
は
手
が
つ
け
ら
れ
ず
来
年

へ
持
ち
越
し
で
あ
る
。

③

ワ
ー
グ
ナ
ー
の
オ
ペ
ラ
・
楽
劇
に
は
、「
さ
ま
よ
え

る
オ
ラ
ン
ダ
人
」
、
「
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
」
「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ

ン
」「
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
」
｢ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
グ
の

マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ン
ガ
ー｣「

ニ
ー
ベ
ル
ン
グ
の
指
環
」「
パ

ル
ジ
フ
ァ
ル
」
等
が
あ
る
。
中
で
も
指
環
は
、
四
部
作(

ラ

イ
ン
の
黄
金
、
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
、
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
、
神
々

の
た
そ
が
れ)

で
あ
り
、
全
部
で
十
五
時
間
を
超
え
る
大
作

で
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
で
歌
わ
れ
て
い
る
の
を
訳
文
を
見
な

が
ら
聴
い
て
い
る
が
、
な
か
な
か
疲
れ
る
。
壮
大
な
リ
ズ

ム
と
後
期
ロ
マ
ン
派
ら
し
い
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
が
随
所

に
出
て
く
る
が
、
そ
の
奥
に
は
深
い
思
想
、
哲
学
が
あ
り
、

理
解
す
る
の
に
手
間
取
っ
て
い
る
。
今
年
の
秋
、
演
奏
会

に
行
っ
て
バ
イ
ロ
イ
ト
版(

実
況
録
音
で
、
サ
バ
リ
ッ
シ
ュ

や
ベ
ー
ム
が
指
揮
し
て
い
る)

を
求
め
ら
れ
た
こ
と
は
幸

せ
で
あ
っ
た
。
多
く
の
名
指
揮
者
の
演
奏
に
接
し
て
い
る
。

四
、
源
氏
物
語
と
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
比
較
な
ど
な
か
な
か
ユ

ニ
ー
ク
で
あ
る
と
自
分
な
が
ら
思
っ
て
い
る
が
、
後
者
に

は
確
か
な
愛
の
陶
酔
や
愛
の
二
重
奏
が
随
所
に
見
ら
れ

る
が
、
前
者
に
は
そ
れ
が
あ
る
の
か
、
愛
と
は
何
か
等
を

考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
又
、
死
に
お
い
て
も
後
者
は
男
と
女

の
合
体
と
し
て
の
死(

愛
と
死)

が
多
い
が
、
前
者
は
そ
れ

ぞ
れ
別
に
死
ぬ
。
こ
れ
ら
は
、
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。

こ
こ
数
日
間
に
感
じ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
権
力(

政
治)

と

人
間(

愛)

の
問
題
は
両
者
に
共
通
で
あ
る
と
の
思
い
を
、

改
め
て
「
桐
壺
の
巻
」
を
読
ん
で
強
く
意
識
し
て
い
る
。

く
わ
し
く
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
が
、
何
よ
り
も
大
切

な
事
は
、
く
り
か
え
し
、
く
り
か
え
し
読
み
、
聴
く
こ
と

で
あ
る
と
痛
感
し
つ
つ
年
も
終
ろ
う
と
し
て
い
る
。
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今
年
感
動
し
た
三
冊
の
本

村

上

邦

治

①
『
伊
勢
神
宮
と
出
雲
大
社
』

 
 

 
 

 
 

 
新
谷
尚
紀
著

講
談
社
選
書

今
年
は
、
伊
勢
神
宮
二
〇
年
毎
の
「
式
年
遷
宮
」

と
、
出
雲
大
社
六
〇
年
ぶ
り
の
「
大
遷
宮
」
が
重
な

り
、
こ
れ
ら
古
社
に
、
注
目
が
あ
つ
ま
っ
た
。
し
か

し
両
社
の
創
建
に
つ
い
て
、
多
く
の
説
が
あ
る
も
の

の
、
い
ま
だ
定
説
と
さ
れ
る
も
の
は
な
い
。

本
書
で
は
、
倭
に
代
わ
る
「
日
本
」
と
い
う
国
号
、

大
王
に
代
わ
る
「
天
皇
」
と
い
う
称
号
の
成
立
は
、

七
世
紀
後
半
の
天
武
・
持
統
朝
と
し
、
そ
の
存
立
思

想
は
、
伊
勢
神
宮
の
創
建
に
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
し

て
、
祀
ら
れ
た
天
照
大
神
の
モ
デ
ル
は
、
持
統
天
皇

と
し
て
い
る
。

記
紀
神
話
に
、
出
雲
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い

る
の
は
、
伊
勢
神
宮
と
対
を
な
す
も
の
と
し
て
、
出

雲
大
社
が
創
建
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
内
な
る
伊
勢
」
と
「
外
な
る
出
雲
」
の
構
築
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
王
権
神
話
で
政
治
は
皇
孫
に
、

神
事
は
大
己
貴
神
、
と
の
分
業
に
、
説
得
力
を
与
え

た
の
で
あ
る
。
そ
の
為
出
雲
の
存
在
は
、
不
可
欠
で

あ
り
、
八
世
紀
か
ら
始
ま
る
、
出
雲
国
造
神
賀
詞
奏

上
儀
式
が
、
中
央
で
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

本
書
は
、「
神
話
と
歴
史
」
を
厳
密
に
区
分
し
、
隋
・

唐
、
半
島
情
勢
の
影
響
を
検
証
、
記
紀
神
話
の
成
立

を
、
七
世
記
末
と
し
た
。
両
社
は
、
そ
の
後
、
平
安

期
に
現
在
の
祭
祀
が
確
立
し
、
今
日
に
至
っ
た
こ
と

を
論
証
し
て
い
る
。
定
着
し
つ
つ
あ
る
『
日
本
書
紀
』

記
載
の
区
分
論
や
、
考
古
学
の
新
し
い
成
果
を
取
り

入
れ
、
両
社
の
創
建
を
、
よ
り
厳
密
か
つ
、
広
い
視

野
か
ら
、
結
論
付
け
て
い
る
。

遷
宮
で
話
題
と
な
っ
た
今
年
、
多
く
の
方
に
、
最

新
の
成
果
を
ま
と
め
た
本
書
を
薦
め
た
い
。

②
『
古
事
記
と
は
な
に
か
』

 
 

 
 

 

神
野
志
隆
光
著

講
談
社
学
術
文
庫

本
書
は
、
九
月
に
学
術
文
庫
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

本
書
の
特
徴
は
、「
全
体
が
部
分
に
偏
在
す
る
」
と
い

う
立
場
か
ら
、
改
め
て
『
古
事
記
』
を
分
析
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

著
者
は
、『
古
事
記
』
は
あ
く
ま
で
も
、
律
令
国
家

確
立
に
必
要
な
天
皇
の
正
統
性
を
、
確
証
す
る
た
め

に
纏
め
ら
れ
た
も
の
で
、『
日
本
書
紀
』
と
は
、
別
個

な
論
理
と
構
造
を
も
っ
て
い
る
、
と
主
張
す
る
。

そ
の
た
め
「
記
紀
神
話
」
と
い
う
形
で
一
ま
と
め

に
し
て
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
を
、
正
当
に

問
わ
ず
に
す
ま
し
て
き
た
こ
と
を
批
判
す
る
。『
古
事

記
』
は
、
あ
く
ま
で
、
天
皇
の
神
話
の
歴
史
で
あ
り
、

「
天
皇
を
軸
と
し
た
神
話
の
思
想
史
」
と
し
て
と
ら

え
事
を
、
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
本
書
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
の
主

張
を
、
誠
実
・
丁
寧
に
批
判
・
反
証
を
行
っ
て
い
る
。

著
者
の
、
五
世
紀
以
来
、
中
国
の
影
響
を
受
け
な
が

ら
も
、
日
本
の
独
自
性
を
出
そ
う
と
し
た
と
の
説
は
、

納
得
す
る
も
の
が
多
い
。
神
話
が
語
ら
れ
る
こ
と
が

多
く
な
っ
た
今
日
、
本
書
の
視
点
か
ら
、
再
度
読
み

直
す
こ
と
を
薦
め
た
い
。
時
宜
を
得
た
本
で
あ
る
。

③
『
私
の
日
本
古
代
史
（
上
・
下
）
』

 
 

 
 

 
 

 
 

 

上
田
正
昭
著

新
潮
選
書

日
本
古
代
史
を
代
表
す
る
学
者
の
、
縄
文
時
代
か

ら
律
令
国
家
成
立
ま
で
の
通
史
で
あ
る
。
わ
ざ
わ
ざ

「
私
」
を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
著
者
独
自
の
古

代
観
で
、
構
成
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
特
徴
の
一
つ
は
、
縄
文
こ
そ
日
本
文
化
の

基
層
で
あ
る
と
の
信
念
よ
り
、
古
代
人
の
精
神
や
信

仰
を
詳
述
し
て
お
り
、
弥
生
、
古
墳
時
代
に
つ
な
が

る
日
本
文
化
の
流
れ
を
追
及
し
て
い
る
。

邪
馬
台
国
に
つ
い
て
は
、
当
時
中
国
内
の
抗
争
と

文
献
に
よ
り
、
著
者
独
自
の
見
解
を
出
し
て
い
る
。

最
後
に
、『
天
皇
』・『
日
本
』
は
、
天
武
朝
期
に
確

立
し
、
対
外
的
に
日
本
の
存
在
感
が
増
し
、
律
令
国

家
体
制
強
化
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を
、
主
張
し
て
い

る
。
こ
れ
は
①
の
新
谷
尚
紀
と
同
様
で
あ
る
。

著
者
の
八
世
紀
ま
で
の
日
本
古
代
史
研
究
成
果
を

集
約
し
、
初
心
者
に
も
理
解
し
や
す
く
配
慮
さ
れ
て

い
る
。
さ
す
が
第
一
人
者
の
日
本
古
代
通
史
で
あ
る
。
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藤
原
咲
子
の
『
母
へ
の
詫
び
状
』

新

井 
 

宏

我
家
で
は
、
新
田
次
郎
と
藤
原
て
い
の
夫
婦
が
何
か

と
話
題
に
な
る
。

幼
子
を
三
人
か
か
え
、
満
州
か
ら
陸
路
、
朝
鮮
北

部
を
通
り
、
朝
鮮
半
島
を
南
下
し
て
日
本
に
引
き
揚

げ
る
凄
惨
な
逃
避
行
を
描
い
た
藤
原
て
い
の
『
流
れ

る
星
は
生
き
て
い
る
』
は
、
昭
和
二
十
四
年
の
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。
映
画
化
の
た
め
に
ボ
ス
ト
ン

バ
ッ
ク
に
百
万
円
を
入
れ
た
男
が
や
っ
て
き
た
。
気

象
庁
に
勤
め
る
夫
の
新
田
次
郎
の
月
給
が
一
万
円
の

時
代
で
あ
る
。

新
田
次
郎
は
そ
の
頃
か
ら
帰
宅
す
る
と
、
狭
い
隣

室
に
こ
も
っ
て
何
か
を
書
き
始
め
て
い
た
。
『
強
力

伝
』
で
、
昭
和
二
十
六
年
の
サ
ン
デ
ー
毎
日
の
懸
賞

小
説
に
応
募
し
て
、
一
等
に
当
選
し
、
昭
和
三
十
一

年
の
直
木
賞
に
輝
く
出
世
作
で
あ
る
。

何
よ
り
も
面
白
か
っ
た
の
は
、
当
選
の
連
絡
が
入

っ
た
時
に
、
新
田
次
郎
が
藤
原
て
い
に
向
っ
て
『
強

力
伝
』
の
原
稿
を
机
に
た
た
き
つ
け
な
が
ら
「
ざ
ま

あ
み
ろ
」
と
言
っ
て
渡
し
た
場
面
で
あ
る
。

激
し
い
夫
婦
で
あ
っ
た
。

「
収
入
が
多
い
の
が
、
え
ら
い
ん
じ
ゃ
な
い
ぞ
…
…
」

「
い
つ
私
が
い
ば
り
ま
し
た
か
」

「
毎
日
だ
」

「
お
父
さ
ん
は
ひ
が
ん
で
い
る
ん
で
す
よ
」

し
か
し
、
我
が
家
で
の
評
価
が
極
め
て
高
い
夫
婦

で
あ
っ
た
。

次
男
の
藤
原
正
彦
は
日
本
を
代
表
す
る
数
学
者
で

あ
る
が
、
両
親
か
ら
受
け
継
い
だ
資
質
で
、
す
ば
ら

し
い
エ
ッ
セ
イ
を
数
多
く
書
い
て
い
る
。

『
若
き
数
学
者
の
ア
メ
リ
カ
』
で
は
日
本
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
賞
、
二
百
万
部
を
超
え
た
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
『
国
家
の
品
格
』
も
出
し
て
い
る
。

正
彦
の
描
く
新
田
次
郎
は
四
歳
か
ら
四
書
五
経
を

学
び
「
卑
怯
を
憎
む
」
サ
ム
ラ
イ
で
あ
っ
た
。
そ
の

サ
ム
ラ
イ
と
気
丈
な
藤
原
て
い
の
や
り
と
り
が
実
に

面
白
い
の
で
あ
る
。

前
置
き
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
実
は
、
今

回
紹
介
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
彼
ら
の
末
娘
、

藤
原
咲
子
の
『
父
へ
の
恋
文
』
と
『
母
へ
の
詫
び
状
』

で
あ
る
。

そ
の
中
に
、
こ
ん
な
文
章
が
あ
っ
た
。

(

父
は)

『
流
れ
る
星
は
生
き
て
い
る
』
を
書
く
母

の
背
を
押
し
な
が
ら
、
作
家
と
し
て
の
自
信
を
ひ
そ

か
に
得
た
。
…
…
『
流
れ
る
星
は
生
き
て
い
る
』
が

母
の
著
作
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
父
と
い

う
名
編
集
者
を
得
て
完
成
し
た
作
品
…
…
。
す
な
わ

ち
「
母
の
日
記
を
も
と
に
し
た
一
遍
の
小
説
」
と
も

あ
る
。

そ
し
て
気
が
つ
い
た
。
実
は
、
小
説
家
の
新
田
次

郎
は
、
女
房
に
先
を
越
さ
れ
た
男
を
演
じ
て
い
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
と
。

咲
子
は
小
学
校
六
年
生
の
時
、
は
じ
め
て
『
流
れ

る
星
は
生
き
て
い
る
』
を
読
ん
で
、
そ
の
絶
望
感
か

ら
死
を
考
え
た
こ
と
が
あ
る
。
母
が
、
赤
ん
坊
の
咲

子
の
命
を
引
き
替
え
に
二
人
の
兄
達
を
生
か
そ
う
と

迷
っ
た
の
が
本
当
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
。
母
の

愛
を
独
占
し
た
い
年
頃
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
と
が
永
年
母
娘
の
間
の
わ
だ
か
ま
り
に
な

っ
て
い
た
。

咲
子
は
夢
の
中
で
父
に
し
ば
し
ば
問
い
か
け
た
。

「
本
の
中
の
赤
ん
坊
は
私
じ
ゃ
な
い
よ
ね
。
お
は

な
し
だ
よ
ね
」

「
そ
う
だ
よ
、
決
ま
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
。
あ

の
本
は
お
は
な
し
だ
よ
…
…
」

そ
し
て
四
十
年
後
、
偶
然
、
実
家
の
書
庫
か
ら
咲

子
宛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
付
け
た
『
流
れ
る
星
は
生
き

て
い
る
』
の
初
版
本
が
見
つ
か
り
、
再
読
し
て
「
母

が
子
ど
も
達
を
必
死
に
守
り
、
生
き
抜
こ
う
と
し
て

い
た
姿
に
感
動
す
る
。
あ
る
意
味
で
、「
小
説
」
が
彼

女
を
苦
し
め
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
小
説
」

が
事
実
を
超
え
て
訴
え
か
け
て
い
た
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
こ
の
本
に
よ
っ
て
、
私
が
小

説
を
書
け
な
い
理
由
が
判
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
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今
年
感
動
し
た
三
冊
の
本

平

山

善

之

①
「
続
日
本
紀
」 

 
 

新
日
本
古
典
文
学
大
系

②
「
人
間
と
戦
争
」
荘
子
邦
雄

朝
日
新
聞
出
版

③
「
幕
末
維
新
変
革
史
」
宮
地
正
人

岩
波
書
店

①

六
国
史
の
二
番
目
「
続
日
本
紀
」
四
〇
巻
の
原

文
を
読
み
下
し
文
の
助
け
を
借
り
て
通
読
し
て
み
た
。

続
日
本
紀
は
謎
が
多
い
。
桓
武
天
皇
在
世
中
に
そ

の
治
世
ま
で
書
か
せ
た
の
は
何
故
か
。
長
屋
王
事
件

を
は
じ
め
、
多
く
の
陰
謀
、
反
乱
、
誅
殺
の
真
相
は

不
明
、
道
鏡
と
称
徳
天
皇
の
間
柄
も
謎
だ
。

通
読
し
て
も
謎
は
謎
の
ま
ま
だ
が
、
第
一
の
謎
は

私
は
こ
う
考
え
る
。
即
ち
桓
武
天
皇
は
自
分
の
治
世

が
ど
う
後
世
に
伝
わ
る
か
、
極
め
て
神
経
質
に
な
っ

て
い
た
為
だ
と
。
彼
の
父
光
仁
天
皇
は
井
上
皇
后
と

他
戸
皇
子
を
殺
し
て
桓
武
に
皇
位
を
譲
っ
た
。
自
ら

は
そ
の
光
仁
の
意
志
に
背
い
て
同
母
弟
早
良
皇
子
を

皇
太
子
の
位
か
ら
追
っ
た
。
二
度
の
造
都
と
征
夷
で

民
衆
に
負
担
を
強
い
た
。
こ
れ
で
神
経
質
に
な
ら
な

い
ほ
う
が
異
常
で
あ
ろ
う
。

続
日
本
紀
の
後
半
二
〇
巻
は
、
腹
心
藤
原
継
縄
に

よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
が
、
菅
野
真
道
に
よ
る
前
半
に

先
立
っ
て
献
上
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
三
五
巻
か
ら

四
〇
巻
、
肝
心
の
部
分
は
献
上
日
不
明
で
あ
る
。
書

き
直
し
が
繰
り
返
さ
れ
た
為
で
は
な
か
ろ
う
か
。
継

縄
の
妻
は
、
百
済
王
明
信
と
い
い
桓
武
天
皇
の
生
母

高
野
新
笠
と
同
族
、
正
三
位
尚
侍
に
登
っ
た
女
性
。

継
縄
は
桓
武
天
皇
と
合
作
で
、
天
皇
に
累
が
及
ば

ぬ
よ
う
苦
心
し
て
書
き
上
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。

②

著
者
は
当
年
九
三
歳
に
な
る
刑
法
学
者
。

私
が
半
世
紀
前
、
刑
法
総
論
の
講
義
を
聴
き
、
演

習
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
恩
師
で
あ
る
。
当
時
ご
自

身
の
学
説
を
構
築
中
の
時
期
で
、
よ
く
「
ゆ
う
べ
、

寝
な
い
で
考
え
た
の
だ
が
」
と
講
義
の
冒
頭
言
わ
れ

る
の
を
聞
い
て
、「
こ
れ
が
大
学
の
講
義
と
い
う
も
の

か
」
と
感
銘
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
は
、

呑
む
と
必
ず
童
謡
を
歌
わ
れ
る
純
粋
無
垢
な
方
。
九

三
歳
の
今
も
変
わ
ら
な
い
。

「
近
代
刑
法
思
想
史
研
究
」「
刑
法
総
論
」
な
ど
著

書
は
多
い
が
専
門
外
で
も
「
和
辻
哲
郎
の
実
像
」
な

ど
優
れ
た
著
述
を
著
さ
れ
て
い
る
。

今
年
、「
一
学
徒
兵
の
思
想
史
」
と
い
う
副
題
の
も

と
に
、
戦
争
と
い
う
巨
悪
に
対
す
る
激
し
い
憎
悪
と

平
和
の
尊
さ
を
主
張
す
る
本
を
刊
行
さ
れ
た
。
そ
こ

に
は
新
聞
に
報
道
さ
れ
た
記
事
、
多
く
の
ひ
と
の
著

作
や
発
言
が
、
法
学
者
ら
し
い
丹
念
さ
で
集
め
ら
れ

て
い
る
。
同
時
に
始
め
と
終
り
に
掲
げ
ら
れ
た
ト
ル

ス
ト
イ
の
反
戦
論
な
ど
で
著
者
の
戦
争
反
対
が
深
い

哲
学
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

唯
、
こ
の
本
は
読
者
に
「
だ
か
ら
、
こ
う
せ
よ
」
と

教
え
を
た
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
読
者
を
し
て
、
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
、
と
考
え
さ
せ
る
、
考
え
ざ
る
を

得
な
い
気
持
ち
に
さ
せ
る
本
で
あ
る
。
大
学
の
ゼ
ミ

を
久
し
ぶ
り
に
懐
か
し
く
思
い
出
し
た
。

③

あ
る
新
聞
書
評
で
は
、
こ
の
本
は
前
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
長
で
あ
り
、
近
代
日
本
史
学
会
の
大
御

所
で
あ
る
著
者
が
「
満
を
持
し
て
送
り
出
し
た
物
語

的
歴
史
学
の
大
作
」
と
い
う
。

著
者
は
広
汎
な
資
料
を
実
証
的
に
鋭
く
分
析
し
つ

つ
、
現
在
の
価
値
基
準
や
結
果
か
ら
判
断
し
て
い
な

い
か
常
に
自
省
す
る
。
そ
し
て
当
時
を
生
き
た
人
々
、

上
は
天
皇
か
ら
下
は
庶
民
に
ま
で
愛
情
に
満
ち
た
ま

な
ざ
し
を
向
け
て
い
る
。

ま
た
「
平
田
国
学
」
派
が
果
た
し
た
役
割
を
指
摘

す
る
。
従
来
の
維
新
史
で
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
な
い

が
、
幕
末
、
平
田
国
学
は
特
に
地
方
豪
農
・
豪
商
・

医
者
と
い
っ
た
層
に
多
く
の
門
人
を
持
っ
た
。
こ
の

門
人
達
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
内
外
の
情
報
を
迅
速
に

伝
播
し
、
地
熱
と
な
っ
て
変
革
の
原
動
力
に
も
な
っ

た
、
と
い
う
事
で
あ
る
。

同
時
に
、
天
皇
と
か
藩
と
い
っ
た
組
織
を
法
人
と

し
て
客
観
的
に
み
る
考
え
か
た
が
あ
っ
た
。
個
人
の

個
人
へ
の
忠
誠
と
い
う
封
建
的
観
念
か
ら
脱
却
し
た

近
代
的
思
考
が
当
時
の
志
士
達
に
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
を
教
え
て
く
れ
る
。
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一
、
『
口
訳
常
陸
国
風
土
記
』
河
野
辰
男
著

ふ
る
さ
と
文
庫

筑
波
書
林 

 
 

 
 
 

 
 

 

今
年
は
「
常
陸
国
風
土
記
」
編
纂
詔
命
一
三
〇
〇

年
の
年
に
あ
た
る
と
し
て
、
茨
城
県
内
の
博
物
館
や

歴
史
資
料
館
で
は
、
そ
れ
に
因
ん
だ
企
画
展
示
や
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
昨
年
は
、

「
古
事
記
」
編
纂
一
三
〇
〇
年
の
年
で
あ
っ
た
。
風

土
記
は
古
事
記
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
『
常
陸
国
風
土
記
』

は
七
一
三
年(

和
銅
六
年)

元
明
天
皇
の
命
に
よ
り
、

当
時
の
常
陸
国
司
安
部
狛
秋
麻
呂
か
ら
編
纂
が
開
始

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
石
川
難
波
麻
呂
、
藤
原
宇
合
と

国
司
が
交
替
し
て
行
っ
た
が
、
藤
原
鎌
足
の
孫
で
あ

る
藤
原
宇
合
と
歌
人
・
高
橋
虫
麻
呂
ら
が
主
と
し
て

編
纂
し
、
８
年
後
の
七
二
一
年
に
完
成
し
た
と
さ
れ

る
。
現
存
し
て
い
る
「
常
陸
国
風
土
記
」
は
、
編
纂

当
時
の
原
型
の
ま
ま
で
は
な
く
、
鎌
倉
期
ま
で
は
原

型
の
完
本
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
い
つ
の
時
代
か
は

不
明
だ
が
省
略
さ
れ
て
、
天
保
十
年
に
省
略
本
を
水

戸
藩
の
西
野
宣
明
が
整
理
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

こ
の
『
口
訳

常
陸
国
風
土
記
』
は
、
茨
城
県
下

の
出
版
社
よ
り
『
ふ
る
さ
と
文
庫
』
シ
リ
ー
ズ
の
一

つ
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ペ
ー
ジ
数
も
薄
く
て

読
み
や
す
い
。
が
、
私
は
著
者
の
立
ち
位
置
に
や
や

違
和
感
を
覚
え
た
所
が
あ
る
。
こ
の
本
は
そ
の
名
の

通
り
「
茨
城
」
と
い
う
〝
ふ
る
さ
と
″
を
意
識
し
た

シ
リ
ー
ズ
も
の
で
、
他
に
も
茨
城
県
の
地
史
に
関
す

る
物
を
出
し
て
い
る
。
著
者
は
解
説
の
中
で
、『
常
陸

国
風
土
記
』
を
二
つ
の
点
か
ら
高
く
評
価
し
た
い
と

述
べ
て
い
る
。
ま
ず
一
つ
目
に
、
漢
文
体
で
書
か
れ

て
い
る
の
だ
が
、
文
章
自
体
が
華
麗
で
、
叙
情
や
叙

景
の
表
現
に
お
い
て
文
学
的
価
値
が
高
く
、
他
の
風

土
記
と
大
き
な
違
い
で
あ
る
と
い
う
。
二
つ
目
は
、

〝
我
が
常
陸
国
開
拓
の
実
相
を
克
明
に
記
述
し
て
い

る
″
こ
と
だ
と
い
う
。
大
和
朝
廷
が
ど
ん
な
文
化
を

ど
う
移
植
し
、
ど
う
繁
栄
を
極
め
て
か
が
記
述
さ
れ

て
い
る
と
し
て
い
る
。
一
点
目
に
つ
い
て
は
、
私
は
、

『
常
陸
国
風
土
記
』
そ
の
も
の
は(

但
し
、
後
世
の
改

竄
が
無
い
と
し
て)
、
当
時
の
北
関
東
地
方
を
知
る
手

掛
か
り
と
し
て
重
要
な
史
書
だ
と
思
う
の
で
そ
れ
で

よ
い
が
、
二
点
目
の
大
和
朝
廷
の
行
い
に
対
す
る
評

価
で
、
著
者
の
立
ち
位
置
が
大
和
朝
廷
側
に
あ
る
と

い
う
印
象
を
受
け
た
。
私
は
、『
常
陸
国
風
土
記
』
は

日
本
列
島
史
に
お
け
る
先
住
民
、
蝦
夷
の
歴
史
を
考

え
る
上
で
の
重
要
な
記
録
書
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

征
服
者
側
に
立
つ
か
、
被
征
服
者
側
に
立
つ
か
、

そ
れ
と
も
全
く
関
係
無
い
第
三
者
側
と
し
て
見
る
か

で
、
受
け
る
感
想
は
異
な
る
の
で
あ
る
。

二
、『
図
説

ケ
ル
ト
の
歴
史

文
化
・
芸
術
・

神
話
を
読
む
』

鶴
岡
真
弓
・
松
村
一
男
著

河
出
書
房
新
社

こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ケ
ル
ト
文
化
に
関
す
る
解

説
書
で
、
カ
ラ
ー
写
真
も
多
く
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
に
も

き
れ
い
で
、
わ
か
り
や
す
い
。
古
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

お
い
て
は
、
ギ
リ
シ
ャ
文
化
と
ケ
ル
ト
文
化
と
い
う

二
つ
の
大
き
な
文
化
の
流
れ
が
あ
る
。
ケ
ル
ト
に
も

「
大
陸
の
ケ
ル
ト
」
と
「
海
の
ケ
ル
ト
」
が
あ
る
。

古
代
ケ
ル
ト
世
界
は
、
東
は
ア
ナ
ト
リ
ア
半
島
の
内

陸
部
か
ら
西
は
イ
ベ
リ
ア
半
島
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に

ま
で
及
ぶ
。
ケ
ル
ト
の
文
化
は
、
日
本
列
島
の
古
代

文
化
と
の
類
似
性
を
感
じ
る
。
ケ
ル
ト
の
文
様
を
見

て
い
る
と
、
縄
文
式
土
器
の
文
様
や
吉
備
の
楯
築
遺

跡
の
御
神
体
石
の
直
孤
文
等
と
重
な
っ
て
来
る
。
さ

ら
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
出
土
し
た
Ｂ
Ｃ
３
～
２
Ｃ
の
石

製
の
「
双
頭
の
彫
刻
」
は
、
飛
騨
国
の
「
両
面
宿
儺
」

を
思
わ
せ
る
。
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
名
は
、
ケ
ル

ト
語
由
来
の
も
の
が
多
々
あ
る
よ
う
だ
。
ユ
ー
ラ
シ

ア
大
陸
の
極
西
と
極
東
と
い
う
大
き
な
隔
た
り
は
あ
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る
が
、
隣
人
の
よ
う
な
気
が
す
る
。

三
、
『
知
っ
て
お
き
た
い
「
酒
」
の
世
界
史
』

 
 

 
 

 
 

 

宮
崎
正
勝
著 

 

角
川
文
庫

こ
の
本
は
十
月
の
「
飲
酒
の
歴
史
と
飲
酒
の
今
日

的
問
題
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表
し
た
時
に
、
主
に

参
考
と
し
た
本
で
あ
る
。
世
界
の
「
〝
酒
″
の
歴
史
」

の
み
で
な
く
、
〝
酒
″
が
歴
史
を
ど
う
動
か
し
て
行

っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
わ
か
り
や
す
く
書

か
れ
て
お
り
、
し
か
も
要
点
が
し
っ
か
り
抑
え
ら
れ

て
い
る
の
で
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
。
飲
酒
の
好
き

な
夫
に
も
読
ま
せ
て
み
た
が
、
面
白
か
っ
た
と
感
想

を
述
べ
て
い
た
。

私
の
三
冊

神

津

眞

久

『
そ
れ
で
も
、
日
本
人
は
「
戦
争
」
を
選
ん
だ
』

加
藤
陽
子
著

第
９
回
小
林
秀
雄
賞
朝
日
出
版
社

明
治
か
ら
敗
戦
ま
で
の
日
本
の
経
済
・
政
治
・
外

交
を
従
来
に
な
い
切
り
口
で
掘
り
起
こ
す
。

本
書
は
、
肌
理
細
か
い
資
料
を
背
景
に
、
世
界
的

な
視
野
で
事
象
を
解
析
す
る
。

説
得
力
に
優
れ
、
歴
史
の
捉
え
返
し
を
私
に
強
い

た
。『

永
遠
の
０
（
ゼ
ロ
）
』
百
田
尚
樹
著

講
談
社

昭
和
二
十
年
敗
戦
の
三
日
前
に
特
攻
隊
で
逝
っ
た

祖
父
の
姿
を
求
め
て
、
姉
弟
は
僅
か
に
残
る
、
か
っ

て
の
知
り
合
い
を
訪
ね
歩
き
、
戦
争
末
期
に
ゼ
ロ
戦

の
飛
行
士
達
の
追
い
込
ま
れ
る
苦
悩
を
知
る
こ
と
に

な
る
。
や
が
て
祖
父
の
人
間
愛
に
辿
り
着
き
、
深
い

感
動
を
覚
え
る
。

『
楼
蘭
』
・
『
敦
煌
』
・
『
洪
水
』
・
『
崑
崙
の
玉
』

一
連
の
西
域
を
舞
台
に
し
た
井
上
靖
小
説
群

五
月
下
旬
か
ら
二
週
間
に
渡
り
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

の
天
山
南
路
、
西
域
南
道
に
沿
い
タ
ク
ラ
マ
カ 

 

ン
沙
漠
の
周
囲
を
旅
し
た
。
高
校
生
の
頃
か
ら
の
憧

れ
で
あ
っ
た
。
当
時
夢
中
だ
っ
た
井
上
靖
の
一
連
の

西
域
物
を
読
み
返
し
、
沙
漠
を
渡
っ
て
ゆ
く
風
、
胡

楊
や
紅
柳
の
群
れ
を
愛
し
ん
だ
。

 
 

長
い
間
当
会
の
事
務
局
を
お
勤
め
頂
い
た
下
山
田

さ

ん

は

、

五

月

以

来

病

気

療

養

中

で

し

た 
 

 
 

 
 

 

が
、
去
る
十
一
月
二
十
九
日
、
東
京
船
員
保
険
病
院

で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
葬
儀
は
近
親
者
の
み
で
営
ま
れ
た
そ
う
で
す
。

（
幹
事
）

下
山
田
允
子
さ
ん

ご
逝
去


